
学校番号 101 

平成 31 年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 
子どもの発達と

保育 

単位数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「子どもの発達と保育 育つ育てる育ち合う」 （教育図書） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

幼児教育コースでの授業となります。将来の保育者・教育者となるための勉強が中心となります。 

グループ学習や実習も多いので、積極的に主体的に学ぶ態度を身につけてください。 

 

２ 学習の到達目標 

子どもの発達の特性や発達過程，保育などに関する知識と技術を習得させ，子どもの発達
や子育て支援に寄与する能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

子どもの発達や子育て

支援について関心をも

ち，実際に子どもと関わ

ろうとする意欲と態度

を身につけている。 

子どもを生み育てるこ

とや，家族の役割や地域

の子育て支援などにつ

いて課題を見いだし，思

考を深め，適切に判断

し，創意工夫し表現する

能力を身に付けている。 

子どもと触れ合った

り，子育て支援を行っ

ている人々と交流を図

ったりする学習を通し

て，子どもの発達の特

性や発達過程に対応し

た技術を身に付けてい

る。 

子どもの発達の特性や

発達過程，保育などに

関する知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

プリント提出 

レポート提出 

実習準備物 

授業態度 

 

授業態度 

発問評価 

授業態度 

実習状況 

プリント提出 

レポート提出 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



１
学
期 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性 

第１章 子どもの発達の特性 

 

第２章子どもの発達過程 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 将来親や保育者になったとき

に必要な知識を学ぶ，という姿勢

をもっている。 

●乳幼児の発育のめざましさに対

して，驚きや知的な好奇心をもっ

て学習に取り組んでいる。 

b: 人間の一生をライフサイクル

としてとらえ，人とのかかわりが

いかに大切かを認識している。 

c: 人間の一生をライフサイクル

としてとらえ，人とのかかわりが

いかに大切かを認識している。 

d: 子どもの成長は身体の発育と

心や身体の機能の発達が相互に関

連してなされていくことを理解し

ている。 

授業態度 

提出物 

実習レポート 

定期考査 

２
学
期 

子
ど
も
の
生
活
と
保
育 

第３章子どもの生活 

 

 

 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 子どもの生活を学ぶ中で，さま

ざまな課題や問題点を考えようと

いう態度がみられる。 

b: 幼児期の基本的生活習慣や社

会的生活習慣の習得について，そ

の意義や重要性を認識している。 

c: 幼児の養護の必要性や目的を

ふまえ，その発達段階に応じた適

切な養護の方法や生活援助のため

の方法が選択できる。 

d: 少子・高齢化社会では社会全体

で子育てに携わる必要性があると

いうことを理解している。 

授業態度 

提出物 

実習レポート 

定期考査 

第４章子どもの保育 ○  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 現代の保育や家庭を取り巻く

さまざまな課題について，問題意

識を感じながら学習を深めてい

る。 

b: 子どもが「育つ」過程を理解す

る中で，子どもの成長の本質を考

えることができる。 

c: 保育のめざす「生きる力」につ

いて，自分自身の考えを交えなが

ら話し合いをすることができる。 

d: 保育の目標と保育者から子ど

もへの働きかけの重要性を理解し

ている。 



３
学
期 

子
ど
も
の
福
祉
と
子
育
て
視
点 

第 5 章子どもの福祉と子育て

支援 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 児童福祉の必要性について，具

体的な問題を通して考えようとす

る姿勢がみられる。 

b: 子どもを保護の対象とするだ

けでなく，主体的な存在としてと

らえることができる。 

c: 子どもの幸福の実現に必要な

児童福祉について，法律や制度の

整備面から考察することができ

る。 

d: 児童福祉の理念と特徴を理解

し、児童福祉を実現するための法

律や制度について理解している。 

授業態度 

提出物 

実習レポート 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


